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昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
次
の
日
程

で
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
お
困
り
の
こ
と

や
悩
み
ご
と
（
差
別
、
虐
待
、
い

じ
め
な
ど
の
人
権
に
関
わ
る
問

題)

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
５
月
30
日
㈮

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
職
務

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
侵
害
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
救
済
の
た

め
調
査
お
よ
び
情
報
の
収
集
を
行

い
、長
野
地
方
法
務
局
へ
の
報
告
、

ま
た
は
関
係
機
関
に
対
し
て
告
発

や
勧
告
を
行
う
な
ど
、
適
切
な
処

置
を
講
ず
る
こ
と
を
職
務
と
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

☎
０
２
６
９
�
２
３
０
２

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

人権

　
市
で
は
、
次
の
新
規
就
農
者
支

援
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

　
独
立
自
営
で
農
業
経
営
を
開
始

す
る
方
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
給
付
金
は
、
夫
婦
で
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
交
付
金
額
　
年
間
１
５
０
万
円

夫
婦
の
場
合
　
２
２
５
万
円

○
交
付
期
間
　
最
長
５
年
間

 

農
業
後
継
者
育
成
支
援
事
業

　
経
営
に
参
画
し
農
業
に
従
事
す

る
方
に
、
市
か
ら
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
後
継
者
の
配
偶
者
も

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
交
付
金
額
　
年
間
60
万
円

　
配
偶
者
の
場
合
　
30
万
円

○
交
付
期
間
　
最
長
３
年
間

 

農
業
後
継
者
研
修
支
援
事
業

　
農
業
後
継
者
で
、
就
農
前
ま
た

は
一
時
離
農
し
、
先
進
農
家
や
農

業
研
究
機
関
な
ど
で
研
修
を
受
け

る
方
に
、
市
か
ら
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

○
交
付
金
額
　
年
間
48
万
円

○
交
付
期
間
　
最
長
２
年
間

  

新
規
参
入
者
営
農
支
援
事
業

　
市
内
で
新
た
に
農
業
を
始
め
る

方
で
、
農
地
や
機
械
な
ど
の
取
得

や
リ
ー
ス
を
す
る
方
に
市
か
ら
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
補
助
対
象
　
取
得
や
リ
ー
ス
に

係
る
経
費
総
額
５0
万
円
以
上
の

３
分
の
１
以
内

○
交
付
金
額
　
１
０
０
万
円
ま
た

は
、
月
額
１
万
５
千
円
以
内

○
交
付
期
間
　
最
長
３
年
間

 

新
規
参
入
者
定
住
支
援
事
業

　
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
に
よ
り
市
内
で

新
た
に
農
業
を
始
め
る
方
で
、
住

居
を
取
得
ま
た
は
賃
借
す
る
方
に

市
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
補
助
対
象
　
取
得
経
費
ま
た
は

賃
借
料
の
２
分
の
１
以
内

○
交
付
金
額
　
２
０
０
万
円
ま
た

は
、
月
額
３
万
円
以
内

○
交
付
期
間
　
最
長
３
年
間

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.city.

nakano.nagano.jp/

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
農
政
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
交
付
を
希
望
す
る
方

は
、
５
月
30
日
㈮
ま
で
に
必
要
書

類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
　

農
政
課
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

農業

新
規
就
農
者
支
援
事
業

　
市
で
は
、
平
成
2６
年
度
の
水
道

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
計
画
の
内
容
は
、
上
下
水
道

課
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.nakano.
nagano.jp/

）
で
公
表
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
水
質
検
査
計
画
と
は

　
水
道
法
施
行
規
則
で
は
、
水
道

事
業
者
は
、
水
源
種
別
、
過
去
の

水
質
検
査
結
果
、
水
源
周
辺
の
状

況
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

し
、
水
質
検
査
な
ど
の
内
容
を
定

め
た
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、

毎
事
業
年
度
の
開
始
前
に
水
道
の

需
要
者
に
対
し
て
情
報
提
供
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
水
道
水
質
検
査
計
画
の
概
要

　
本
市
の
水
道
水
質
検
査
計
画
の

概
要
（
構
成
）
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１
　
基
本
方
針

２
　
水
道
事
業
の
概
要

３
　
水
源
の
状
況
並
び
に
原
水
及

　
　
び
浄
水
の
水
質
状
況

４
　
採
水
地
点
、
検
査
項
目
、
検

　
　
査
頻
度
及
び
そ
の
理
由

５
　
水
質
検
査
の
方
法
及
び
自
己

　
　
委
託
の
区
分

６
　
臨
時
の
水
質
検
査

７
　
水
質
検
査
計
画
及
び
検
査

　
　
結
果
の
公
表

８
　
水
質
検
査
結
果
の
評
価

９
　
水
質
検
査
の
精
度
と
信
頼
性

　
　
の
保
証

１0
　
関
係
者
と
の
連
携

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
上
水
道
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

平
成
２6
年
度「
水
道
水
質
検
査
計
画
」

水道

氏名 担当地区
町
ま ち だ

田進
し ん じ

治 中野
長
ながはり

針純
じゅんこ

香 中野
小
こばやし

林喜
き よ こ

世子 中野
中
なかやま

山千
ち え こ

恵子 日野・延徳
西
にしはら

原久
ひ さ え

惠 平野・高丘
佐
さ の

野茂
しげる

平岡・長丘
佐
さ と う

藤みつ江
え

科野・倭
丸
まるやま

山正
まさみつ

光 豊井
瀧
たきざわ

澤洋
よ う こ

子 永田

人権擁護委員名簿
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市
で
は
、
水
辺
・
里
山
の
保
全

や
居
住
地
域
の
緑
化
を
図
り
、
暮

ら
し
の
中
で
自
然
と
触
れ
合
え
る

施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
協
働
作
業

に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
市
民
、
市
内
の
事
業
者

支
援
内
容
　
環
境
保
全
活
動
な
ど

を
行
う
際
に
必
要
な
原
材
料
の
一

部
を
支
給
し
た
り
、
重
機
の
借
り

上
げ
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
事
例

◎
地
域
で
管
理
す
る
花
壇
や
遊
歩

道
な
ど
が
、
雨
や
雪
、
老
朽
化

に
よ
り
破
損
し
た
際
の
補
修

◎
自
然
環
境
に
親
し
み
や
す
く
す

る
た
め
の
水
辺
や
里
山
な
ど
、

住
民
の
憩
い
の
場
の
整
備

◎
ぬ
か
る
ん
で
歩
き
に
く
い
遊
歩

道
へ
の
木
製
チ
ッ
プ
敷
き
詰
め

◎
野
鳥
や
ホ
タ
ル
な
ど
の
飛
び
交

う
自
然
を
取
り
戻
す
た
め
、
協

働
作
業
に
よ
る
自
然
環
境
回
復

◎
人
力
で
は
困
難
な
作
業
に
対
す

る
重
機
の
借
り
上
げ

※
公
益
的
な
活
動
を
対
象
と
し
、

特
定
の
個
人
や
事
業
者
の
利
益

を
目
的
に
し
た
も
の
は
対
象
外

で
す
。
予
算
が
な
く
な
り
次
第

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

「
自
然
を
守
る
活
動
」始
め
ま
せ
ん
か

地
域
や
職
場
の
仲
間
と

環境

測定場所 測定者 測定
回数

測定値
（ μ Sｖ／ｈ）

市役所本庁舎（駐車場） 中野市 ３ 0.04 ～ 0.05

豊田支所（駐車場） 中野市 ３ 0.05 ～ 0.06

保育園、幼稚園
（市内 14 箇所：園庭） 中野市 １ 0.03 ～ 0.05

小学校
（市内 11 箇所：グラウンド） 中野市 ２ 0.04 ～ 0.08

中学校
（市内４箇所：グラウンド） 中野市 ２ 0.04 ～ 0.07

東山クリーンセンター
（入口、灰出し場） 長野県 ３ 0.04 ～ 0.07

大俣地籍最終処分場（入口、
焼却灰埋め立て場所、放流口） 長野県 ３ 0.03 ～ 0.05

硲地区民間最終処分場（場
内、境界４地点） 長野県 ４ 0.04 ～ 0.07

※平常値の範囲内で推移しています。

空間放射線量（１月～３月）

問い合わせ先
環境課環境係 ☎（２２)２１１１（内線２４７)

 国際放射線防護委員会（ICRP)が2007年に示
した勧告では、自然放射線および医療目的の放射線
を除き、「一般公衆」が１年間に浴びてもよい被ば
く限度量は１mSv（ミリシーベルト)/年とされ
ています。１時間当たりの数値（測定値の単位)
に換算すると、「0.19μSv（マイクロシーベル
ト）/時間」となります。

測定
結果

▲木製チップを敷き詰めた遊歩道

浜津ケ池

至　江部至　高丘
安源寺

至　上今井橋

片塩

至　文化公園

浜津ケ池公園市民センター

廃タイヤ回収場所

至　栗林

県道中野豊野線

回収

 現在、家庭で処分にお困りの自動車廃タイヤを、次のとおり有料回収します。
 ご希望の方は、回収場所に直接お持ちください。

廃タイヤの有料回収を行います

問い合わせ先 
中野市衛生自治会事務局（環境課衛生係内) ☎（２２)２１１１（内線２４５)

 回収日  ６月８日㈰
 時　間  午前９時～正午
 場　所  浜津ケ池公園駐車場
　料　金  ５００円/１本 
      ※ホイールの有無は問いません。
 注意事項 回収できるのは、自家用車の廃タ
      イヤのみです。事業で使用してい
      る車の廃タイヤは回収しません。
      事業者の持ち込みは固くお断りし
      ます。

回収場所略図


